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 下顎の半側欠損に対する再建方法として、血管茎付遊離腓骨移植は広く行われる術式
の一つである。この際、腓骨弁の栄養血管である腓骨動静脈を、それぞれ頸部の動脈、
静脈と吻合するが、同側の頸部血管が、以前の外科手術や放射線の影響でレシピエント
血管として使用できない場合がある。この場合には、反対側の血管との吻合をこころみ
ることになるが、距離が足りない場合には、さらに静脈移植などの手技が必要となるた
め、術前にどの血管が吻合可能であるかを把握しておくことは有用である。本研究にお
いては、新鮮死体を用いたシミュレーションにより、腓骨動静脈が、対側頸部のレシピ
エント血管に到達しうるか否かを解明、検討した。 
 20体（男性6体、女性14体）の新鮮死体において下顎半側欠損を再建する模擬手術を
行った。まず、下顎を正中から片側関節突起まで切除し、欠損を作製した。つぎに、血
管柄付き腓骨弁を同一死体の下腿から採取したが、歩行機能に与える影響が大きいとさ
れる、腓骨の遠位7㎝は温存した。次に、欠損を充填するための細工を行い、下顎への移
植を行った。このとき、血管茎の剥離縁から、2㎝までは骨弁の血流が十分に保たれるも
のと設定し、そのように剥離、細工を行った。この時点において、腓骨動脈が反対側の
上甲状腺動脈・頸横動脈に、そして腓骨静脈が反対側の内頸静脈および外頚静脈に到達
しうるか否かを評価した。到達可能であればその余剰距離を、到達不可能であれば不足
距離を計測した。 
 腓骨動脈については、20体で検討した。対側上甲状腺動脈とは20体（100%）で吻合可
能であり、余剰距離の平均は21.3mmであった。一方、対側頚横動脈と吻合可能であった
のは、9体（45％）であり、余剰距離と不足距離との平均は-8.8mmであった。 
腓骨静脈については、14体で検討した。対側内頸静脈と9体（64.2%）で吻合可能であ
り、距離の平均は-1.1mmであった。対側外頸静脈とは、14体（100％）で吻合可能であ
り、余剰距離の平均は、22.8mmであった。 
 以上の結果から、血管柄付き遊離腓骨弁を用いた下顎半側再建において、反対側の上
甲状腺動脈および外頚静脈は確実にレシピエント血管として使用することが示唆され
た。一方、頚横動脈と、内頸静脈とには、腓骨動静脈は必ずしも到達しない。そのた
め、これらの血管のみがレシピエント血管として使用可能な場合には、静脈移植の追加
や、他の皮弁による代替再建法を考慮すべきである。 
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